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ICC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400
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	製品名: CD22マウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	CD22は、リンパ組織におけるB細胞の局在に関与している可能性がある。シアリル化糖タンパク質に結合し、その一つがCD45である。α-2,6結合シアリン酸に優先的に結合し、シアリン酸認識部位は、同じ細胞表面上のシアリン酸とのシス相互作用によってマスクされる可能性がある。免疫応答においてリガンド誘導性チロシンリン酸化は、B細胞抗原受容体シグナル伝達の調節に関与していると考えられる。Srcファミリーチロシンキナーゼとの相互作用を介して正の調節に関与するほか、シグナル伝達分子の脱リン酸化を介してシグナル伝達を阻害するSH2ドメインを介して細胞質ホスファターゼをリクルートすることで、阻害受容体としても機能する可能性がある。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	CD22マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	CD22 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

